
また、冬季において全館空調群は個別空調群に比べ、起
床時最高血圧 が4.1mmHg、入浴前 の 血圧上昇値 も
2.1mmHg低く、厚生労働省が提唱する「健康日本 21(第
二次)」の目標値「平均血圧 4mmHg低減」に貢献する効果
が得られた。

夏季の居住者の睡眠の質に関しても検証した。全館空
調群は個別空調群に比べ、寝室の就床時平均温度は0.6℃、
平均相対湿度は13%低い。また、全館空調群は個別空調群
と比較して、入眠までの時間は 0.6 倍に短縮、睡眠効率は 
1.09 倍高いことが示され、睡眠の質の向上が期待できる
ことが分かった。

在宅時間が長くなり、室内空気環境への関心度も高ま
るなかで、これまで以上に全館空調が注目されそうだ。

全館空調の健康メリット、産学連携でエビデンス

「こどもみらい住宅支援制度」創設 省エネ住宅に最大100万円補助
令和3年度補正予算案で、

住宅関係の支援策の一つ
として「こどもみらい住宅
支援事業 」（ 予算額542億
円）が盛り込まれた。

子育て世帯・若者夫婦世
帯（※子育て世帯：18歳未
満の子を有する世帯、若者
夫婦世帯：夫婦のいずれか
が39歳以下の世帯））による高い省エネ性能を有する新築
住宅の取得や住宅の省エネ改修などに対して補助を行う。

新築住宅を取得する場合、省エネ性能に応じて1戸当た
り60万円～100万円を補助する。補助額は、おおまかに言
えばZEHは100万円、長期優良住宅などの認定住宅は80万
円、省エネ基準適合住宅は60万円。

リフォームについては、住宅の省エネ改修の工事内容に

全館空調はヒートショックのリスクを低減し、眠りの
質を向上させるなど、居住者の健康面でメリットがある
ことが分かった。パナソニック ホームズが慶應義塾大学
理工学部の伊香賀俊治教授の協力を得て行った実証実験
で明らかになったもので、血圧の低減効果や睡眠の質の
向上などが確認できた。

全館空調（パナソニック ホームズのエアロハス）を導入
したZEHと、個別空調を導入したZEHの居住者の健康状
態を比較した結果、全館空調群の各室の冬季の平均室温
は、個別空調群に対して4.9℃～8.4℃高く、WHOの「住宅
と健康ガイドライン」で勧告されている最低室温 18℃以
上を全室で満たし、ヒートショックなどのリスクの低減
に有効とされる室内環境が確認できた。

通
信

2

1

TOPIC

TOPIC

発行所：日本合板商業組合
〒101-0045 東京都千代田区神田鍛冶町3-5-4 

TEL：03-5256-9080 
https://www.nichigosho.net/ 
e-mail：jpwa@oboe.ocn.ne.jp

41
2021年
12月前半号

Vol.

応じて最大60万円を補助する。2021年に実施したグリーン
住宅ポイント制度と同様、リフォーム工事の内容の積み上
げによって補助金額を決定する。

補正予算案が閣議決定された11月26日以降の契約（請負
契約、売買契約）が補助の対象で、国土交通省では、補正予
算成立後に、説明用WEB動画などの情報を公開する予定
にしている。

こどもみらい住宅支援事業の概要 ： 補助対象

https://htonline.sohjusha.co.jp/premium/?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=weekly

